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鉄fj海羊｡=物にとって微量J必須元素であり、プランクトン?tﾘﾐとv〕t笥画こ関与している｡海zk表面

に溶けている鉄は|まぽ完全lこ有榔iBhiE子と結合し錯体§をｦ1ﾗi可itしていると考えらｵ'、､る゜光化学反

応で鉄一有機(上台ｌＩｌｊｚ錯体からＲａ０Ｉ)が生成することは知られているカミ環境二P-での『も(Ⅱ)生成に関す

る講肱メカニズムば不明な点が多ｲﾉＢまた､腰掴ｸﾜ質(フミン酸ﾌﾙﾎﾞ酸tjﾐａは土壌jや二水中

などＷ上るところに存在し､溶存有機炭素の70ﾍJ9096を占めているといilつれ様々7tR金属の酸(臆

元反応iに影響を与えていることが知られている。よって、実際の環寛巨PでのＲｮmD-RB(Ⅱ)サイクル

を考える上て腐掴勿質の与える影響は大きいと考えられる。そこ-Ｇ本iiH究了d土1=f飯のフミン酸

とフルボ酸を用してRem>フミン酸錯１本Yも(、フルﾗﾎﾞi酸鎧１本のIも､)への光還元反応を探求した。

研究の結果､フミン酸ﾌﾙﾎi酸ともに見かけの量子収率(①１劃､)はPHI力高くなるにつｵじて低く

なり、ｐＨ＝８のH家｜無Oだったまた照射するうＷﾌ波長は､313,ｍから405nｍの鐵囲dよ

制､波長の光でi効率よくRem)を生成すること力明らかになった。このことからフミン酸フル尻ii酸

熔糀沖の鉄はｐＨJ<披長の影響を強く受けること力朝らかになった


